
令和７年度大阪府献血推進審議会

日  時 令和８年１月 29日（木） 

午後２時～午後４時

開催場所 ＫＫＲホテル大阪２階 「白鳥」 
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（２）献血推進に係る大阪府の取組み

（３）大阪府学生献血推進協議会活動報告
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５ 閉  会
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大 阪 府 献 血 推 進 計 画 
 
 
第１ 目的及び基本理念 
１．目的 

大阪府をはじめ全国的に少子高齢社会が進行する中、輸血用血液製剤及び血漿分画製剤

（以下「血液製剤」という。）の国内自給の原則に基づき、大阪府、市町村、日本赤十字社

大阪府支部、大阪府赤十字血液センターが連携し、献血の正しい知識や必要性、血液製剤に

ついての普及啓発や、効率的な献血の実施を図り、年間を通じて献血者を安定的に確保する

ことにより、府内で必要とされる輸血用血液を医療機関に安定的に供給することを目的とす

る。 

  

２．基本理念 

大阪府の献血推進に当たっては、以下の基本理念にのっとって進めるものとする。 

（１）血液製剤の国内自給 

血液製剤は、原料である血液を介した感染症等の発生の危険性を完全には排除できない

ものであり、国内献血に由来する血液製剤であれば感染源の特定・回収等の対応が迅速に

取りやすいことからも、国内で献血された血液から製造されるもので賄わなければならな

い。 

（２）安全性の向上 

血液製剤は、原料である血液の特性から、常に安全性向上の努力が必要である。また、

使用にあたっては、危険性に対する配慮が求められる。 

（３）適正使用の推進 

血液製剤が人の血液に由来する有限で貴重なものであることから、医療機関において血

液製剤の適正使用を一層推進することが必要である。 

（４）血液事業の情報の公開 

血液製剤は、献血者の善意から得られた血液を用いていることから、情報を積極的に府

民へ提供する必要がある。 

 

なお、本計画は、平成27年（2015年）９月に国連サミットにおいて採択された「持続可

能な開発目標（Sustainable Development Goals：SDGs）」の理念を踏まえたものであり、

各取組の推進により、関連するゴールの達成に貢献する。 

 

 

第２ 計画目標 
１．献血者数、献血血液量 

国の示す献血確保目標量及び原料血漿確保目標量に基づき、医療機関への輸血用血液製剤

の供給量を考慮し、献血者確保数等を定める。 
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①献血者数（200mL、400mL、成分献血）、献血血液量確保目標量 

 
全血献血 成分献血 

合計 
200mL 400mL 血漿 血小板 

献血者数（人） 4,559 249,515 85,267 45,556 384,897 

献血血液確保 

目標量（Ｌ） 
912 99,806 49,239 24,864 174,821 

※表示単位未満四捨五入の処理をしているため、合計欄と一致しない場合があること。 

②採血場所別献血者数 

採血場所 血液センター 献血ルーム 
移動採血車（オー

 プン献血含む） 

献血者数（人） 19,543 259,249 106,105 

③原料血漿確保目標量、輸血用血液確保目標量 

原料血漿確保目標量： 93,610Ｌ 

輸血用血液確保目標量：81,211Ｌ        （詳細は資料参照） 

 

２．年代別献血者数 

総献血者数に占める年代別の構成比率をなるべく均一にし、将来にわたり安定的に献血者

を確保するため、年代別献血者数を定める。 

 献血者数（人） 構成比※１※２ 献血者率※３ 

１０代（１６～１９歳） 19,599 5.1% 6.3% 

２０代（２０～２９歳） 65,500 17.0% 6.5% 

３０代（３０～３９歳） 66,300 17.2% 6.7% 

４０代以上（４０～６９歳） 233,498 60.7% 6.7% 

合計 384,897 100.0%  

※１：年代別目標献血者/目標献血者数合計 

※２：表示単位未満四捨五入の処理をしているため、合計欄と一致しない場合がある。 

※３：年代別目標献血者/府における該当年齢別人口（令和６年） 

 

３．献血セミナー数 

これからの献血を担う若年層への教育の推進を目的として、高等学校等における「献血セ

ミナー」開催の目標回数を定める。 

「献血セミナー」開催目標回数：50回 

 

第３ 献血推進 
府、市町村、日本赤十字社大阪府支部、大阪府赤十字血液センターは、それぞれ分担する

業務を確実に遂行するとともに、十分な連携を図り、国が策定する基本方針を踏まえながら、

府民、学生献血推進ボランティアをはじめ各種献血協力団体の理解と協力のもとに献血を推

進する。特に、将来に亘る血液の安定供給につながる若年層への啓発に取り組む。 

１．役割 

（１）府 
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府は、翌年度の大阪府献血推進計画を策定する。その場合、大阪府献血推進審議会にお

いて審議するものとする。また、広域的な広報・啓発を通して広く府民の理解と協力を求

めるため、市町村献血推進協議会の活動を支援するとともに、日本赤十字社大阪府支部、

大阪府赤十字血液センター、市町村等の相互間の調整を行い、円滑な献血推進に努める。 

（２）市町村 

府、日本赤十字社大阪府支部、大阪府赤十字血液センターと連携のもとに、市町村管内

の献血者の計画的な確保に努める。 

また、市町村献血推進協議会と連携し、地域における献血の正しい知識や必要性、血液

製剤についての普及啓発に努める。 

（３）日本赤十字社大阪府支部・大阪府赤十字血液センター 

本府の献血確保目標を達成するため、献血受入計画を策定するとともに、近畿ブロック

血液センターと連携をしながら、採血から製造、供給に至るまでその効率化を図り、献血

血液の有効利用に努める。 

また、血液製剤の安全性の向上及び安定供給に協力するとともに、献血者等の保護に努

める。 

 

２．推進体制の整備 

目標を達成するため、行政機関、血液事業関係者、民間企業、ボランティア献血組織等の

府全体の献血推進組織体制を整備し、連携の強化に努める。 

（１）府 

①大阪府献血推進審議会の開催 

大阪府における献血の正しい知識や必要性、血液製剤についての普及啓発や血液製剤の

適正な使用に関する施策について審議する。 

②市町村・市町村献血推進協議会等との連携 

大阪府における献血状況、献血目標、事業計画を会議等で示し、市町村、市町村献血推

進協議会、日本赤十字社大阪府支部、大阪府赤十字血液センターとの連携を図り献血を推

進する。 

③献血ボランティア組織等の育成や献血に協賛する企業の確保など献血推進体制の整備に

努める。 

④広域的な献血の正しい知識や必要性、血液製剤についての普及啓発体制の整備に努め

る。 

⑤献血血液を有効に使用するため、医療機関における血液製剤の適正使用を推進する。 

（２）市町村 

①市町村献血推進協議会等の開催 

市町村において献血の正しい知識や必要性、血液製剤についての普及啓発並びに年間を

通した計画的な献血者の確保等、地域の献血に関する重要事項を協議する。 

②地域住民への献血への理解と協力を求めるため、研修会、街頭キャンペーン、広報等の

実施体制の整備に努める。 

③献血ボランティア組織等の育成や献血に協賛する企業の確保など献血推進体制の整備に

努める。 
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（３）日本赤十字社大阪府支部・大阪府赤十字血液センター 

①府、市町村との連携・協力のもとに、献血者への正しい知識や必要性、血液製剤につい

ての普及啓発と受入体制の整備を図る。 

②献血協力団体の組織等の育成及び献血者の円滑な受入体制の整備に努める。 

③企業等に対して、献血セミナーを実施し、献血の推進を図るとともに、献血に協賛する

企業の円滑な受入れに努める。 

（４）教育委員会・学校 

小学校・中学校・高等学校の総合的な学習（探究）の時間等において、“献血セミナ

ー”を活用する等、献血の正しい知識や必要性、血液製剤についての普及啓発に努める。 

また、府、市町村等が実施する献血推進イベント等の周知並びに参加を通し、児童・生

徒へ献血の知識等の普及ができる体制を整備する。 

（５）献血協力団体 

移動採血車等の受入れ時に関係者等と連携し、積極的に協力を呼びかけるとともに、進

んで献血しやすい環境作りを推進することが望ましい。 

 

３．方策 

（１）普及啓発 

献血は府民の善意によるものであることから府民啓発は必要不可欠であるので、府、市

町村、日本赤十字社大阪府支部、大阪府赤十字血液センターは、ボランティア等関係者の

理解と協力を得て、ポスター、動画等の啓発資材の活用、各種イベントの実施、推進月間

でのキャンペーンの実施、マスメディアによる継続的な広報、ＳＮＳを含むインターネッ

トの活用等をすることで、献血の正しい知識や必要性、血液製剤についての普及啓発を実

施する。 

１）若年層献血の推進 

小学校・中学校・高等学校、大学及び専門学校における“献血セミナー”の開催や、

“献血セミナー”等をきっかけとして献血に関心を持った献血未経験者等への献血W e b

会員サービス「ラブラッド」の登録の働きかけ、若年層による献血キャンペーン等を実

施することで、若年層の献血への参加を一層推進する。 

特に高校生等の献血時には、４００ｍＬ献血の基準に満たない場合、２００ｍＬ献血

による受入れも考慮する。  

２）複数回献血の推進 

血液製剤の安全性の向上及び安定的な確保を図るために、「ラブラッド」会員募集を

強化するとともに、「ラブラッド」を活用し、献血等に関する情報の提供など利用者へ

のサービス向上を図り、複数回献血者の増加に努める。 

特に若年層に対し、上記１）等の取組を通じて、複数回献血の推進を図る。 

３）４００ｍＬ献血、成分献血の推進 

献血量の効率的な確保と安全性を高めるために４００ｍＬ献血、成分献血の一層の推

進に努める。 

また、近年需要が増大している免疫グロブリン製剤等の血漿分画製剤について、献血

から得られた血液を原料とすることや、多くの疾患の治療に欠かすことができないこと
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などを周知するとともに、安定供給が確保されるよう、成分献血への協力の呼びかけを

強化する。 

４）検査目的の献血の防止 

感染症の検査を目的とした献血を防止するための啓発を実施する。特にＨＩＶ検査に

ついては、下記の点を周知する。 

・血液センターでは、献血によるＨＩＶ検査の結果は通知していない 

・府内保健所等で匿名かつ無料でのＨＩＶ検査を行っている 

５）採血基準の周知 

採血基準について、引き続き関係機関への周知や広報等を利用し、情報発信を行う。 

（２）献血推進の環境整備 

府、市町村、大阪府赤十字血液センターは、献血者の受入体制を整備する観点から、身

近な地域・場所で献血を行うことができるように環境を整備する。 

また、府及び市町村等は、その構成員に対し、ボランティア活動である献血に対し積極

的に呼びかけるとともに、進んで献血しやすい環境作りに努める。 

①大阪府赤十字血液センター 

１）「献血者等の健康被害の補償に関するガイドライン」に基づき、健康被害に対する救

済のための措置を実施する。 

２）採血に際して献血者の健康管理に資する検査を行い、献血者の希望を確認してその結

果を通知することで健康管理サービスの充実を図る。 

３）献血希望者に対して、個人情報の取り扱いや血液の利用目的等の説明を行い、同意を

得た上で、献血を受け入れる。 

４）特に初回献血者が抱いている不安等を軽減することはもとより、献血者の安全確保を

図ることが必要である。このため、採血の手順や採血後に十分な休憩をとる必要性、気

分が悪くなった場合の対処方法等について、映像やリーフレット等を活用した事前説明

を採血の度ごとに十分に行う。 

５）献血ができなかった献血申込者に対し、その理由（低ヘモグロビン等）について分か

りやすく説明するとともに、食事・生活管理の改善に関する啓発を行うなど、その後の

献血推進への協力に繋がるよう配慮する。 

６）新興・再興感染症のまん延下の状況であっても、献血者が安心して献血できるよう感

染症対策を十分に行うとともに、献血者への対策についての情報発信を適切に行う。 

②府、市町村、大阪府赤十字血液センター 

１）年間を通して献血者の安定確保ができるように、移動採血車による計画的採血及び献

血場所の利便性の向上に努める。 

２）献血者に配慮した献血受入時間帯の設定等、献血者の利便性に配慮した献血受入体制

の整備及び充実を図る。特に、「ラブラッド」を活用したＷＥＢ予約の推進等に積極的

に取り組む。 

３）企業等の献血協力団体の理解と協力を得て、効率的な献血が行えるように体制整備に

努める。特に若年層の労働者の献血への参加を一層推進する。 

（３）血液製剤の安全性確保 

血液製剤の安全性確保のために、以下の方策を講じる。 
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①大阪府赤十字血液センター 

献血受付時に本人確認を行い、より安全な血液を確保するために、ＨＩＶ等の感染症の

検査を目的とした献血を行わないよう、平素から様々な広報手段を用いて、府民に周知徹

底する。 

②府、市町村、大阪府赤十字血液センター 

１）血液製剤の安全性向上のために、４００ｍＬ献血、成分献血の一層の推進を図る。 

２）血液製剤の安定供給や安全性確保のために、複数回献血者の確保に努める。 

（４）血液製剤の適正使用 

府、大阪府赤十字血液センターは、各医療機関における血液製剤の適正使用の推進を図

り、院内の輸血管理体制を構築するために設置されている輸血療法委員会の活性化の推進

に努める。 

（５）ボランティア等の育成 

府、市町村、大阪府赤十字血液センターは相互に連携し、ボランティア等協力団体に献

血の正しい知識や必要性、血液製剤についての理解と協力を求め、献血推進の活性化につ

なげる。 

また、府、市町村、日本赤十字社大阪府支部、大阪府赤十字血液センターは、教育委員

会等の協力を得ながら、職域、地域、学校等におけるボランティア等協力団体の育成に努

め、献血推進の活性化を図る。 

（６）情報の公開 

府、日本赤十字社大阪府支部、大阪府赤十字血液センターは献血及び血液製剤に関する

情報を積極的に公開する。 

１）献血者の個人情報保護のもとに、献血血液の確保・利用状況や血液製剤の安全性に関

する情報をわかりやすい形で広く府民に公開する。 

２）現在開設しているホームページを充実させ、積極的かつ継続的に情報を提供する。 

（７）血液製剤の在庫状況の把握と不足時の対応 

①府 

赤血球製剤等の在庫状況を常に把握する。また、在庫が不足または不足すると予測され

る場合、広報による献血協力呼びかけ、臨時的に府職員献血等の実施、関係団体等への献

血依頼等により、献血者の確保に努める。 

②市町村 

必要に応じて府等により提供される赤血球製剤等の在庫状況により府内の現状を把握

し、在庫が不足または不足すると予測される場合、市町村献血推進協議会との連携等によ

り、臨時的に地域献血や市町村職員献血等を実施し、献血者の確保に努める。 

③日本赤十字社大阪府支部、大阪府赤十字血液センター 

府内の在庫状況を常に府へ情報提供するものとする。在庫が不足または不足すると予測

される場合、献血協力呼びかけの強化を行う。また、受付時間の延長、配車計画の見直し

等により、献血者の円滑な受入れに努める。 

（８）災害時、新興・再興感染症まん延時等における献血の確保 

府、市町村、日本赤十字社大阪府支部、大阪府赤十字血液センターは、互いに連携を図

り、以下の方策を講じる。 
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１）災害時等に医療需要に応じた必要な血液量を確保できるよう、様々な広報手段を用い

て、献血への協力を呼びかける。その際、大阪府赤十字血液センターは、被害状況等の

情報収集を行ったうえで、献血受入れの可否について判断するなど、献血者の安全に十

分に配慮する。 

２）大阪府赤十字血液センターは、災害時等における献血受入体制を構築し、関係者との

通信手段の確保、広域的な需給調整の対応を含む事業継続計画を定め、府、市町村、日

本赤十字社大阪府支部と連携して対応できるよう備えることにより、災害時等における

献血の受入れを行う。 

３）採血事業は、医療体制の維持に不可欠なものであることを踏まえ、大阪府赤十字血液

センターは、新興・再興感染症のまん延下の状況であっても、医療需要に応じた血液製

剤の安定供給を図るため、安心・安全な献血環境の保持と献血者への感染防止を図ると

ともに、様々な広報手段（テレビ、ラジオ、ＳＮＳを含むインターネット等）を用い

て、献血者への協力を呼びかける。また、府及び市町村はこの取組を支援する。 
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献血していただいた血液は、医療機関に送られ、がん、血液や造血器の病気、各種感染症、

やけど、交通事故などの患者さんの治療に幅広く使用されます。

 ･血漿分画製剤に必要な血漿量は、全国で
　124万リットル(令和８年度)です。

・血液センターでは、医療
　機関へ供給されず、期
　限切れなどにより、輸血
　に使われなかった血液
　の血漿成分を、すべて
　血漿分画製剤の製造の
　ために使用しています。
　

 ・医療機関では患者さんの病気や症状に ・１単位は、約200mLの血液から得ら

  よりそれぞれ血液製剤が輸血されます｡  れる各製剤の量です。

血液センター
移動採血車

(ｵｰﾌﾟﾝ献血含む)

200mL 4,559 912 113 2,480

400mL 249,515 99,806 8,850 103,625

血　漿 85,267 65.2% 49,239 4,704 0

血小板 45,556 34.8% 24,864 5,876 0

384,897 174,821 19,543 106,105

令和８年度　献 血 目 標

＊より一層の安全性向上のため、
４００ｍL献血の献血目標割合を、
９８．２％（全血献血中構成比）とし
ました。

令 和 ８年 度 献 血 目 標

献血ルーム

全血献血
1.2% 1,966

64.8% 137,040

献血者数
（人）

構成比（％） 献血量（L)

採血場所別献血者目標（人）

成分献血 34.0%
80,563

39,680

合　計 259,249

総献血者数
３８４，８９７人

献血血液確保目標量
１７４，８２１リットル

２００ｍL献血
１．２％成分献血

３４．０％

血漿製剤
２００，０００単位

血小板製剤
７６０，０００単位

総供給数
１，５２５，０００単位

赤血球製剤
５６５，０００単位

輸血用血液確保目標量
８１，２１１リットル

原料血漿確保目標量
９３，６１０リットル

４００ｍL献血
６４．８％
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令和８年度大阪府献血推進計画（案） 新旧対照表 
 

令和８年度献血推進計画 令和７年度献血推進計画 
変更 

理由 

第１ 目的及び基本理念（略） 

第２ 計画目標 

１．献血者数、献血血液量 

国の示す献血確保目標量及び原料血漿確保目標量に基づき、医療機関への輸

血用血液製剤の供給量を考慮し、献血者確保数等を定める。 

 

①献血者数（200mL、400mL、成分献血）、献血血液量確保目標量 

 
全血献血 成分献血 

合計 
200mL 400mL 血漿 血小板 

献血者数

（人） 4,559 249,515 85,267 45,556 384,897 

献血血液確保

目標量（Ｌ） 912 99,806 49,239 24,864 174,821 

※表示単位未満四捨五入の処理をしているため、合計欄と一致しない場合

があること。 

②採血場所別献血者数 

採血場所 血液センター 献血ルーム 
移動採血車（オー

プン献血含む） 

献血者数

（人） 19,543 259,249 106,105 

③原料血漿確保目標量、輸血用血液確保目標量 

原料血漿確保目標量： 93,610Ｌ 

輸血用血液確保目標量：81,211Ｌ （詳細は資料参照） 

第１ 目的及び基本理念（略） 

第２ 計画目標 

１．献血者数、献血血液量 

国の示す献血確保目標量及び原料血漿確保目標量に基づき、医療機関への輸

血用血液製剤の供給量を考慮し、献血者確保数等を定める。 

 

①献血者数（200mL、400mL、成分献血）、献血血液量確保目標量 

 
全血献血 成分献血 

合計 
200mL 400mL 血漿 血小板 

献血者数

（人） 4,212 252,824 84,805 46,483 388,324 

献血血液確保

目標量（Ｌ） 842 101,130 48.386 24,710 175,069 

※表示単位未満四捨五入の処理をしているため、合計欄と一致しない場合

があること。 

②採血場所別献血者数 

採血場所 血液センター 献血ルーム 
移動採血車（オー

プン献血含む） 

献血者数

（人） 19,816 259,623 108,885 

③原料血漿確保目標量、輸血用血液確保目標量 

原料血漿確保目標量： 97,282Ｌ 

輸血用血液確保目標量：97,282Ｌ （詳細は資料参照） 

 

 

 

 

 

 

時点更新 

 

 

 

 

 

 

 

時点更新 

 

 

 

時点更新 

 

 

資料１－２ 
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２．年代別献血者数 

総献血者数に占める年代別の構成比率をなるべく均一にし、将来にわたり安

定的に献血者を確保するため、年代別献血者数を定める。 

 献血者数（人） 構成比※１※２ 献血率※３ 

１０代（１６～１９歳） 19,599 5.1% 6.3% 

２０代（２０～２９歳） 65,500 17.0% 6.5% 

３０代（３０～３９歳） 66,300 17.2% 6.7% 

４０代以上（４０～６９歳） 233,498 60.7% 6.7% 

合計 384,897 100.0% 

※１：年代別目標献血者/目標献血者数合計 

※２：表示単位未満四捨五入の処理をしているため、合計欄と一致し

ない場合がある。 

※３：年代別目標献血者/府における該当年齢別人口（令和６年） 

（略） 

第３ 献血推進 

１．役割（略） 

２．推進体制の整備（略） 

３．方策 

（略） 
（１）普及啓発 

献血は府民の善意によるものであることから府民啓発は必要不可欠である

ので、府、市町村、日本赤十字社大阪府支部、大阪府赤十字血液センター

は、ボランティア等関係者の理解と協力を得て、ポスター、動画等の啓発資

材の活用、各種イベントの実施、推進月間でのキャンペーンの実施、マスメ

ディアによる継続的な広報、ＳＮＳを含むインターネットの活用等をするこ

 

２．年代別献血者数 

総献血者数に占める年代別の構成比率をなるべく均一にし、将来にわたり安

定的に献血者を確保するため、年代別献血者数を定める。 

 献血者数（人） 構成比※１※２ 献血率※３ 

１０代（１６～１９歳） 19,599 5.1% 6.3% 

２０代（２０～２９歳） 65,500 16.9% 6.5% 

３０代（３０～３９歳） 66,300 17.1% 6.7% 

４０代以上（４０～６９歳） 235,617 60.9% 6.8% 

合計 387,016 100.0% 

※１：年代別目標献血者/目標献血者数合計 

※２：表示単位未満四捨五入の処理をしているため、合計欄と一致し

ない場合がある。 

※３：年代別目標献血者/府における該当年齢別人口（令和６年） 

（略） 

第３ 献血推進 

１．役割（略） 

２．推進体制の整備（略） 

３．方策 

（略） 
（１）普及啓発 

献血は府民の善意によるものであることから府民啓発は必要不可欠である

ので、府、市町村、日本赤十字社大阪府支部、大阪府赤十字血液センター

は、ボランティア等関係者の理解と協力を得て、各種イベントの実施、推進

月間でのキャンペーンの実施、マスメディアによる継続的な広報、ＳＮＳを

含むインターネットの活用、献血啓発作品の募集事業の活用（削除）等をす

 

 

 

 

時点更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（追加） 

・国作成の

R８計画案に

合わせた。 

（削除） 

・現状に合

わせた。  
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とで、献血の正しい知識や必要性、血液製剤についての普及啓発を実施す

る。 

ることで、献血の正しい知識や必要性、血液製剤についての普及啓発を実施

する。 

 



大阪府における血液事業の現況

大阪府赤十字血液センター

2026年1月

1

資料２

血漿分画製剤 下記３社にて製造
日本血液製剤機構
武田薬品
KMバイオロジクス

⾚⾎球製剤 ⾎漿製剤(新鮮凍結⾎漿) ⾎⼩板製剤

献血種類

2

原料血漿



輸血用血液製剤供給数推移（大阪府、過去50年）

年度
0

20

40

60

80

100

120

140

160

49 51 53 55 57 59 61 63 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 2 4 6

⾚⾎球製剤

⾎⼩板製剤

⾎漿製剤

供給数

昭和 平成

過去最高 平成25年度 1,614,352単位

令和

万単位

3

輸血数（量）を押し上げる要因

輸血数（量）を押し下げる要因

・血液製剤適正使用の浸透

・Patient Blood Management の浸透
同種血輸血を可能な限り回避するためのプログラム
例：術前の貧血の改善、術中の自己血回収装置の使用

・治療法の改善

・術式の改善

・手術ロボットの登場による出血量の減少

・高齢者人口の増加（有病者の増加）

・高齢者の体力増強（80, 90歳でも手術、積極的治療に耐える）
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輸血用血液製剤供給数推移（大阪府、過去50年）

年度
0

20

40

60

80

100

120

140

160

49 51 53 55 57 59 61 63 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 2 4 6

⾚⾎球製剤

⾎⼩板製剤

⾎漿製剤

供給数

昭和 平成

過去最高 平成25年度 1,614,352単位

令和

万単位

439,737 441,150 
431,890 

438,810 

令和５年度

実績

令和6年度

実績

令和7年度

計画

令和8年度

計画

合 計

（単位：本数）

91,774 
88,884 

87,340 

88,680 

血漿製剤

輸血用血液製剤供給数推移（大阪府、直近4年）

6

284,013

285,262 

282,160 

284,540 

赤血球製剤（合成血含む）

63,950 

67,004 

62,390 

65,590 

令和５年度

実績

令和6年度

実績

令和7年度

計画

令和8年度

計画

血小板製剤



原料血漿送付量の推移

要因：グロブリン製剤の需要の増加

7

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

55

60

39 42 45 48 51 54 57 60 63 3 6 9 12 15 18 21 24 27 30 3 6

献血者

４００ｍＬ献血

２００ｍＬ献血

成分献血

献血者数推移（大阪府、過去60年）

万⼈

昭和 平成

年度

平成3年度 56万580人
令和6年度

38万4,385人
(約31％減少)

令和

令和6年度 大阪府
献血率 6.6％
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46,599 

45,238 

46,483 
45,556 

令和５年度

実績

令和6年度

実績

令和7年度

計画

令和8年度

計画

献血者数推移（大阪府、直近４年）
（単位：本）

388,671 

384,385 

388,324 384,897 

令和５年度

実績

令和6年度

実績

令和7年度

計画

令和8年度

計画

合 計 8,336 
6,318 

4,212 4,559 

200ｍＬ献血

250,321 249,331 

252,824 249,515 

400ｍＬ献血

83,415 

83,498 

84,805 

85,267 血漿献血

9

血小板献血

年齢別献血者数の推移（全国）
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54,229

20,369

0

1

2

3

4

5

6

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 元 2 3 4 5 6

初回の献血者数 (大阪府、直近20年)
万⼈

約62%減少

年度平成 令和 11

年齢別献血者数の推移（全国）

対策１：若年者への対応

対策２：働き盛り、企業への対応 12



13

対策１：若年者への対応

献血おもしろゼミナール

14



高等学校献血セミナー

15

2025年12月現在
献血セミナー
63回実施（セミナー実施例 コミュニケーションホール）

（セミナー実施例 体育館）

15

16

献血セミナー アンケート結果

約83％が献血

をしたいと思うと回答

（感想抜粋）

・少しでも人の役に立つなら是非献血したいなと思った

・血が足りないとは知らなかったので献血しようと思った

・輸血のおかげで助かっている人がいるというのを、文字だけでなく映像で見たことにより実感が湧きました。
献血をしようと思えた講習でした。ありがとうございました。

・姉が幼少期に病気が原因で多くの輸血を受けたので、その恩返しができるように献血に行こうと思っています。

・なかなか献血の仕組みを知る機会はないのでとても貴重な時間となりました



施設見学会の開催
献血セミナーの実施
学校献血・課外活動の実施

献血セミナー

課外活動

献血啓発活動

施設見学

17

血液センター公式SNSにて配信するショート動画の制作

献血応援隊（NMB48メンバー）を起用した、若年層への献血参加を目的とす
るSNS用ショート動画の制作

18



はたちの献血キャンペーン

19

20

対策２：働き盛り、特に企業への対応



シャレン！で献血

明治安田×Ｊリーグ×赤十字の活動である「シャレン！で献血」活動の一環として、
セレッソ大阪ホームゲームにて献血を実施。ＪリーグＯＢとともに学生ボランティア
も活動に参加した。

21

2019年度（R1）

2022年度（R4） 2023年度（R5）

【ガンバ大阪】【大阪エヴェッサ】

【ガンバ大阪】

スポーツ団体による「いのちのパスプロジェクト」

2024年度（R6）

【大阪ブルテオン】

22

2020年度（R2）

【大阪エヴェッサ】 【レッドハリケーンズ大阪】

2021年度（R3）

【ガンバ大阪】



献血アンバサダーの活動①

『大阪府献血推進大使』気象予報士・片平敦さん 令和4年6月20日 就任

就任後、献血ルームでの一日所長就任イベントや
献血キャンペーンＰＯＰに起用などで献血普及のためご尽力いただく。
また、ご自身のSNSにて随時献血状況などを発信くださる。

令和6年1月9日
御堂筋献血ルーム一日所長に就任

Xにて献血状況を配信

23

大阪・関西万博 Gallery westにて

24

大阪・関西万博にて令和7年10月6日・7日に献血バスを各日2台配車。
献血結果については2日間で受付506名・採血400ｍL献血431名。



年齢別献血者数の推移（全国）

25

全年代を通しての対策

26

対策３：献血回数の増加



27

複数回献血の推進

28

複数回献血の推進



「ラブラッド」で利便性をアップ

29

30



複数回献血者 の増加(大阪府、直近20年)

万⼈

複数回献血者数

平成

25.6%増

令和

万⼈

年度

31

77,508

384,38561,733

32

献血カードの発行・更新は
令和8年1月４日（日）
で終了しました。

令和８年１月５日（月）から
全国の献血会場において、
ラブラッドアプリによる献血の
受付方法に統一いたします。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

献血推進に係る大阪府の取組み 
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令和６年度大阪府献血推進計画目標の達成状況について 
 
１．献血者数の確保 
目標値 
 
①献血者数 

 
全血献血 成分献血 

合計 
200mL 400mL 血漿 血小板 

目標値（人） 5,386 251,700 82,220 47,710 387,016 

実績値（人） 6,318 249,331 83,498 45,238 384,385 

達成率（％） 
117.3 99.1 101.6 94.8 99.3 

 
②献血血液確保量 

 
全血献血 成分献血 

合計 
200mL 400mL 血漿 血小板 

目標値（L） 1,077 100,680 46,715 25,988 174,460 

実績値（L） 1,264 99,732 46,128 25,860 172,984 

達成率（％） 117.4 99.1 98.7 99.5 99.2 

 
③採血場所別献血者数 

 血液センター 献血ルーム 移動採血者 
（オープン献血含む） 

合計 

目標値（人） 19,846 256,847 110,323 387,016 
実績値（人） 19,582 256,379 108,424 384,385 
達成率（％） 98.7 99.8 98.3 99.3 

 
２．若年層対策 
目標値 
 
①年代別献血者数 

 10 代 20 代 30 代 40 代以上 合計 
目標値（人） 19,599 65,500 66,300 235,617 387,016 
実績値（人） 11,788 55,914 54,583 262,100 384,385 
達成率（％） 60.1 85.4 82.3 111.2 99.3 

 
②献血セミナー（高校生） 

目標回数 35 実施回数 61 

 
取組事例 
・献血セミナー 
・献血おもしろゼミナール 
・献血啓発作品ポスター原画募集事業 
・雑誌、デジタルサイネージ、SNS等各種媒体による広報活動 
 
目標達成状況の概要 
 ・令和６年度の大阪府における献血者数は合計 384,385 人であり、目標値達成率 99.3％であった。 
 ・目標を下回ったのは、冬季のインフルエンザ等の感染症の流行が主な原因であると考えられる。 
 ・また、10代から 30代の若年層献血者数については、依然として目標値と比較すると低い状況であ

るため、引き続き、若年層対策に積極的に取り組む必要がある。 
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献血していただいた血液は、医療機関に送られ、がん、血液や造血器の病気、各種感染症、

やけど、交通事故などの患者さんの治療に幅広く使用されます。

 ･血漿分画製剤に必要な血漿量は、全国で
　124万リットル(令和７年度)です。

・血液センターでは、医療
　機関へ供給されず、期
　限切れなどにより、輸血
　に使われなかった血液
　の血漿成分を、すべて
　血漿分画製剤の製造の
　ために使用しています。
　

 ・医療機関では患者さんの病気や症状に ・１単位は、約200mLの血液から得ら

  よりそれぞれ血液製剤が輸血されます｡  れる各製剤の量です。

血液センター
移動採血車

(ｵｰﾌﾟﾝ献血含む)

200mL 4,212 842 101 2,359

400mL 252,824 101,130 9,114 106,526

血　漿 84,805 64.6% 48,386 4,732 0

血小板 46,483 35.4% 24,710 5,869 0

388,324 175,069 19,816 108,885

令和７年度　献 血 目 標

＊より一層の安全性向上のため、
４００ｍL献血の献血目標割合を、
９８．４％（全血献血中構成比）とし
ました。

令 和 ７ 年 度 献 血 目 標

献血ルーム

全血献血
1.1% 1,752

65.1% 137,184

献血者数
（人）

構成比（％） 献血量（L)

採血場所別献血者目標（人）

成分献血 33.8%
80,073

40,614

合　計 259,623

総献血者数
３８８，３２４人

献血血液確保目標量
１７５，０６９リットル

２００ｍL献血
１．１％成分献血

３３．８％

血漿製剤
１９５，０００単位

血小板製剤
７２８，０００単位

総供給数
１，４８３，０００単位

赤血球製剤
５６０，０００単位

輸血用血液確保目標量
７７，７８７リットル

原料血漿確保目標量
９７，２８２リットル

４００ｍL献血
６５．１％
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 令和７年度 献血推進に係る大阪府の取組み 

 

１．会議の開催 

○ 市町村献血推進担当者会議（令和７年６月 18日 大阪府赤十字会館） 

○ 大阪府献血推進審議会  （令和８年１月 29日 ＫＫＲホテル大阪） 

 

２．献血推進功労者等の顕彰 ・伝達式と贈呈式は同時開催。 

○ 厚生労働大臣表彰状・感謝状 伝達式（令和７年 10月９日 大阪府庁） 

○ 大阪府知事感謝状 贈呈式     （令和７年 10月９日 大阪府庁） 

   

３．献血推進月間・キャンペーン 

○ 愛の血液助け合い運動  （７月） 

○ 大阪府献血推進月間   （12月） 

○ はたちの献血キャンペーン（１月～２月） 

 

４．各種広報活動 

○ 大阪府ＨＰ、もずやん X（旧 Twitter）等への記事掲載 

○ デジタルサイネージ広告 

・大阪モノレール各駅、大阪信用金庫、日本生命保険 

〇 若年層向け動画放映 

  ・立命館大学での放映、動画配信サイト YouTubeでの公開 

〇イベント 

・ＦＣ大阪ホームグラウンドイベント（令和７年６月３０日 花園ラグビー場）、 

・鉄道まつり           （令和７年１１月２９～３０日 万博記念公園） 

〇各団体発行の広報誌への記事掲載 

・一般社団法人 大阪府病院協会  （１月） 

・一般社団法人 大阪府医師会   （２月） 

・一般社団法人 大阪府私立病院協会（２月） 

 

５．若年層の献血推進 

〇 献血作品募集事業 

  ・府内の 15～28歳を対象として、献血推進についてのポスター原画を募集。 

  ・ポスター原画を用いた啓発資材を作成し、府内高校へ配布する予定。 

〇 高校生による街頭キャンペーン（12月） 

〇 学生との連携 

  ・大阪府学生献血推進協議会と協同でコラボグッズの作成。（現在作成中） 
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実　施　日 実　施　場　所 参加人数 配布物品 機関紙等名称 発行者名 掲載日 機関紙等名称 発行者名 掲載日

7月中 各区役所、福祉センター ０人（窓口設置のため）
ポケットティッシュ計約
2000個

広報あべの6月号
大阪市阿倍野
区役所

6月1日

7月中
住吉区役所区民情報コー
ナー

— ポスター掲示

2 堺市 7月10日
中区役所周辺
深井駅周辺

校区団長：９名
血液センター職員：2名
堺市社会福祉協議会：１名
中保健センター：1名
中区役所事務局：4名

ウェットティッシュ360個 広報さかい 堺市 7月

3 岸和田市 7月17日 南海岸和田駅前 5人 ティッシュ きしわだ社協だより 岸和田市 7月1日 広報きしわだ 岸和田市 7月1日

4 豊中市 7月27日 阪急曽根駅前 8人
クリアファイル
ボールペン

広報とよなか 豊中市 7月号

5 池田市 7月12日 池田市役所 4人
ティッシュ100個
粗品　70個

献血ポスター
ホームページ
Facebook

池田市社会福
祉協議会

６月 広報いけだ 池田市 7月

6 吹田市
吹田市内各地域及び吹田
市役所庁舎内掲示板にて
ポスターを掲載

市報すいた 吹田市広報課 7月号

7 泉大津市 7月1日 泉大津駅周辺 27人 ティッシュ1,500個

8 高槻市 7月4日 エミル高槻（阪急高槻市駅） 23人(うち事務局2人)
ティッシュ約2,500(献血
実施者にボールペン、
バッグインバッグ)

社協ホームページ
社協ライン

高槻市社会福
祉協議会

7月

9 貝塚市

10 守口市 7月4日 守口市役所 ３９人
ティッシュ200個
クリップファン200個
ひんやりタオル200個

広報もりぐち7月号 守口市 7月 守口市ホームページ 守口市 7月

11 枚方市 7月2日
京阪枚方市駅献血ルーム
前

31人 ティッシュ2,500個
枚方市社会福祉協議会
ホームページ

枚方市社会福
祉協議会

1月6日

12 茨木市 7月28日 茨木市役所南館前 1５人
ティッシュ
ボールペン

広報いばらき　7月号 茨木市 7月

13 八尾市 7月6日
プリズムホール→近鉄八尾
駅噴水前

60人 ティッシュ 市政だより 八尾市 7月 ホームページ 八尾市献血推協 7月

14 泉佐野市 7月3日 南海泉佐野駅前 １2人
ティッシュ
ウェットティッシュ

広報　いずみさの 泉佐野市 7月号・8月号

15 富田林市 7月7日 エコール・ロゼ 35人
啓発用ティッシュ2,000
個、冷やし中華（採血
者粗品)66個

とんだばやしメール
社協とんだばやし
社協ホームページ
社協Facebook
富田林市公式LINE

市・社協 7月

16 寝屋川市 「虹」
寝屋川市社会
福祉協議会

8月１日号

17 河内長野市 7月9日 河内長野市役所 55人 ティッシュ150個 広報　かわちながの 河内長野市 7月

18 松原市 6月24日 松原市役所 約30人
献血チラシ入りティッ
シュ150個

19 大東市 7月5日 オペラパーク 17人 ティッシュ250個 広報「だいとう」 大東市 7月

20 和泉市
7月14日
8月4日

北部リージョンセンター
人権文化センター

１１８人
２０３人

ハンドタオル、ボール
ペン
ハンドタオル

啓発ポスターを市役所
庁舎デジタルサイネージ
掲載

7月１日から
７月31日

21 箕面市 7月２０日 阪急箕面駅前 2７人 ティッシュ1,000個 もみじだより 箕面市 ７月

22 柏原市 ７月5日
JR柏原駅前・近鉄河内国分
駅前

22人
ひんやりマフラータオ
ル720枚
ティッシュ2,000個

広報かしわら 柏原市 7月号

23 羽曳野市 ７月２3日 羽曳野市役所及び別館 ４人
ティッシュ２５０個
絆創膏２５０個

広報はびきの 羽曳野市 7月

24 門真市 7月１9日 京阪古川橋駅前広場 30人 ティッシュ 広報かどま 門真市 ７月号

25 摂津市
7月6日
7月1日～31日

・摂津市コミュニティプラザ
・社会福祉協議会窓口

・ティッシュ500個
・ティッシュ1000個

せっつ社協ニュース
摂津市社会福
祉協議会

6月

26 高石市 7月12日 高石市市役所 2人 献血チラシ、ティッシュ 広報たかいし
高石市地域創
生課

7月

27 藤井寺市 7月30日
イオン藤井寺ショッピングセ
ンター

20人 ティッシュ1,000 広報ふじいでら 藤井寺市 7月

28 東大阪市 7月19日他１回 東大阪市役所総合庁舎 計5名程度 タンブラー・ごみ袋 東大阪市政だより 東大阪市 7月

29 泉南市
7月9日・20日・
21日・30日

イオンモールりんくう泉南 25人・41人・56人・26人 サランラップ・洗剤 泉南市HP 泉南市長 ７月 広報せんなん 泉南市長 7月号

6月30日 イオンモール四條畷 3人
オリジナル粗品・啓発
ティッシュ・チラシ

31 交野市 広報かたの 交野市 7月号

32 大阪狭山市 ７月２7日 エバーグリーン狭山店 2人 ティッシュ

33 阪南市
7月23日
9時30分～11時
00分まで

・泉鳥取高校
・市内公民館３箇所
　　(尾崎・西鳥取・東鳥取)
・阪南市立図書館

・2人
・２人

・2人

・爽快シート93個＆啓発
用ティッシュ500個、大阪
府のチラシ20枚
・啓発用ティッシュ500個
・啓発用ティッシュ500個

・阪南市の広報「はんなん」
・阪南市ホームページ
・阪南市フェイスブック

阪南市健康増
進課

・7月号
・7月1日～31日
・7月1日～31日

・阪南市ツイッター
・阪南市職員内掲示板
・愛の血液助け合い運
動ポスター掲示

・阪南市健康増進
課
・阪南市健康増進
課
・厚生労働省作成

7月1日～7
月31日

34 島本町
7月12日
18時～18時30
分

阪急水無瀬駅前 12人
ポケットティッシュと
ボールペンのセット300
個

広報しまもと7月号 島本町 7月1日

35 豊能町 7月1日 保健福祉センター前 1人 ティッシュ
広報紙「こんにちは！と
よの社協です。」

豊能町社会福
祉協議会

7月

36 能勢町 7月22日 能勢町役場周辺 １２人 ティッシュ等

37 忠岡町

38 熊取町 7月1日 JR熊取駅周辺 12人 ティッシュ 広報くまとり7月号 熊取町 7月 熊取町ホームページ 熊取町 7月1日

39 田尻町 5月20日 ふれ愛センター 50人 ティッシュ５０個

40 岬町 ７月中

岬町立保健センター、深日
会館、深日農協、望海坂第
一集会所、淡輪老人福祉セ
ンター

2人 ティッシュ310個

41 太子町 7月19日 カインズ太子店 7人 献血ティッシュ 広報たいし 太子町役場 9月広報

42 河南町 ８月2１日 河南町役場 4人 チラシ入りティッシュ 広報かなん 河南町 8月

43 千早赤阪村
7月10日 10時
～16時

村内全域(行政無線による
啓発放送を実施）
(広報車による音声案内とチ
ラシにて啓発巡回を実施）
（役場内で呼びかけ）

9人
ポケットティッシュ　200
個

村広報「ちはやあかさ
か」

千早赤阪村 7月1日

実施なし

実施なし

実施なし 実施なし

記事スペースの調整がつかず未掲載

実施なし

実施なし

実施なし

実施なし

実施なし

令和6年度　7月　市町村献血推進協議会　街頭広報実施状況
（「愛の血液助け合い運動」月間）

推進協議会名

令和6年度　7月　市町村献血推進協議会　機関紙等広報掲載実施状況
（「愛の血液助け合い運動」月間）

1 大阪市

30 四條畷市 四條畷LIFE 四條畷市 4月号

実施なし

実施なし

社協だより
四條畷市社会福
祉協議会No.104

4月
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実　施　日 実　施　場　所 参加人数 配布物品

2 堺市

12月4日
12月12日
12月13日
12月19日
12月20日

東区役所
イオンモール堺北花田南側玄関付近
西区役所
栂・美木多駅前
ビバモール三原南インター店・美原区
役所

21名
9名
10名
31名
14名

ティッシュ、ウェットティッシュ各300個

ウェットティッシュ400個
ウェットティッシュ400個
ウェットティッシュ465個
日赤ティッシュ・チラシ500個

3 岸和田市 12月19日 そよら東岸和田駅 5人 ティッシュ

4 豊中市 １2月19日 豊中市役所第二庁舎 10人
クリアファイル・ボールペン・耐熱
マグカップ

5 池田市
12月6日
12月1日
12月29日

池田市役所
ダイエー池田駅前店
池田駅前てるてる広場

４人
３０人
１０人

ティッシュ100個、粗品70個
ティッシュ500個

6 吹田市 11月17日
建都イノベーションパークニプロ㈱
社屋内

1,308人
オリジナルハンドタオル(すいたん
×けんけつちゃん)、ティッシュ

7 泉大津市 12月2日 泉大津駅周辺 ２１人 ティッシュ1,500個

8 高槻市 12月5日 エミル高槻（阪急高槻市駅）
27人(うち事務
局2人)

ティッシュ約2,000(献血実施者に
ボールペン、バッグインバッグ)

9 貝塚市

10 守口市 12月3日 守口市役所 30人
ティッシュ200個、
FMラジオ200個

11 枚方市 12月3日 京阪枚方市駅献血ルーム前 33人 ティッシュ2,500個

12 茨木市 12月8日 アル・プラザ茨木 40人 ティッシュ

13 八尾市 12月7日
プリズムホール→近鉄八尾駅噴
水前

60人 ティッシュ

14 泉佐野市 1１月２８日 南海泉佐野駅前 8人
ティッシュ
ウェットティッシュ

15 富田林市 12月８日 エコール・ロゼ 3１人
啓発用ティシュ2,000個、
プチっと鍋(採血者粗品)73個

16 寝屋川市

17 河内長野市 12月10日 河内長野市役所 38人 ティッシュ１50個

18 松原市 12月29日 河内天美駅 60人 献血チラシ入りティッシュ150個

19 大東市 12月8日 オペラパーク 15人 ティッシュ250個

20 和泉市

21 箕面市 12月18日 箕面市役所 １６人 ティッシュ約1,000個

22 柏原市 12月3日 JR柏原駅前、近鉄河内国分駅前 27人
入浴剤600個
ティッシュ2,000個

23 羽曳野市 12月5日・6日 四天王寺大学 ４人
ティッシュ５００
絆創膏５００個

24 門真市 12月11日 ららぽーと門真 3４人 ティッシュ

25 摂津市
・12月11日
12月１日～１月31日

・摂津市役所
・社会福祉協議会窓口

3人
・なし
・1,500個

26 高石市 12月6日 高石市役所 4人
啓発チラシ・ティッシュ・啓発物
(トートバッグ）

27 藤井寺市 12月24日 イオン藤井寺ショッピングセンター 19人 ティッシュ1,500

28 東大阪市 12月8日他１回 額田グランド 計5名程度 卓上加湿器、ごみ袋

29 泉南市 12月20日・24日 イオンモールりんくう泉南 44人・31人 防災備蓄ボトル

12月１日・12月14日 イオンモール四條畷 4人・７人
オリジナル粗品・啓発ティッシュ・
チラシ

31 交野市

32 大阪狭山市 １月19日 エバグリーン狭山店 2人 ブランケット、タオル、ティッシュ等

33 阪南市 12月20日
阪南市内３公民館
府立泉鳥取高校

2人 ティッシュ等

34 島本町 12月5日 阪急水無瀬駅前 12人
ポケットテッシュとボールペンセッ
ト300個

35 豊能町 12月2日 保健福祉センター前 1人 ティッシュ

36 能勢町

37 忠岡町

38 熊取町 12月1日
かむかむプラザ・キテーネホール
周辺

14人 ティッシュ

39 田尻町 12月17日 ふれ愛センター 50人 ティッシュ５０個

40 岬町 12月中
岬町立保健センター
乳幼児健診　集団健診時

２人 ティッシュ100個

41 太子町 12月23日 カインズ太子店 7人 献血ティッシュ

42 河南町 12月20日 河南町役場 5人 チラシ入りティッシュ

43 千早赤阪村

実施なし

実施なし

実施なし

実施なし

実施なし

実施なし

実施なし

推進協議会名

各地区でキャンペーン等を実施

令和6年度　12月　市町村献血推進協議会街頭広報実施状況
（大阪府献血推進月間）

1 大阪市

30 四條畷市
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各種広報活動 
 

大阪府公式Ｘ（旧 Twitter）や、動画の作成、デジタルサイネージによる放

映等を通じ、献血啓発を実施している。 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪府公式Ｘ 啓発動画「ちょっと献血、してみませんか？」 

デジタルサイネージ 

 

阪神大阪梅田駅 立命館大学 
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若年層の献血推進 

 

（現状） 

令和６年度、若年層である 10代から 30代の献血者数は、全国で約 158万人であり、平成

20 年度の約 285 万人から大きく減少している。大阪府内においても同様の傾向となってお

り、令和６年度は約 12.2万人となり、平成 20年度の約 20万人の 61％となっている。 

厚生労働省は、平成 29年度より、総献血者数に占める年代別の構成比率をなるべく均一

にし、将来にわたり安定的に献血者を確保するため、都道府県毎に、年代別の献血者数の目

標を設定する通知を発出している（次ページ）。 

将来の献血基盤の確保という観点からは、若年層の献血推進が非常に重要であることか

ら、大阪府では、安定した献血者を確保するために、若年層向けの啓発が重要と考えている。 

 

 
 

 

年代別の献血者数について 

 

若年層の年代別献血者数（括弧内は４～12月の９か月間） 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 年間目標 

献血者数 献血率 献血者数 献血率 献血者数 献血者数 

16～19 歳 
12,727 

（9,831） 

4.1% 11,788 

（9,044） 

3.8% ― 

（9,109） 

19,599 

20～29 歳 
57,770 

（43,522） 

5.8% 55,914 

（42,382） 

5.6% ― 

（41,456） 

65,500 

30～39 歳 
55,300 

（40,999） 

5.6% 54,583 

（40,820） 

5.5% ― 

（41,139） 

66,300 

・献血率…年代別献血者数 / 府における該当年齢別人口 

0
50,000

100,000
150,000
200,000
250,000
300,000
350,000
400,000
450,000

H 2 0 H 2 1 H 2 2 H 2 3 H 2 4 H 2 5 H 2 6 H 2 7 H 2 8 H 2 9 H 3 0 R 1 R 2 R 3 R 4 R 5 R 6

人

大阪府の献血者数の推移

16～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳
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事 務 連 絡  

令和７年３月 25日 

 

各都道府県衛生主管部（局）薬務主管課 御中 

 

厚生労働省医薬局血液対策課 

 

 

令和７年度の目標献血者数（都道府県・年代別）について 

 

 

血液事業の推進につきましては、日頃より格別の御配慮を賜り、厚く御

礼申し上げます。 

 「令和７年度に献血により受け入れる血液の目標量について（依頼）」

（令和６年 11月７日付け事務連絡）により、都道府県赤十字血液センタ

ーと協議していただいた翌年度の目標献血者数（都道府県・年代別）につ

きまして、別添のとおり取りまとめ版を送付いたします。 

 目標献血者数の達成に向けて、特に若年層を対象とした献血の普及啓発

に御協力のほどよろしくお願いいたします。 

【連絡先】 

厚生労働省医薬局 

血液対策課献血推進係  

電話：03-5253-1111（内線 2908） 

    03-3595-2395（直通） 
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別添
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「令和７年度 献血啓発作品 ポスター原画」 

優秀作品 

 

血液は、医療に必要不可欠なものであるにもかかわらず、科学技術が著しく進歩した現在においても、

未だ人工的に造り出すことができません。 

この状況を受け、献血者数の減少が著しい１０代・２０代の若者をターゲットに、府内に居住又は 

通勤・通学されている１５歳から２８歳までの方を対象に「献血の重要性」、「輸血によって救われる命の

大切さ」を啓発するポスター原画を募集しました。その結果、高校生を中心に２７８作品もの応募をいた

だき、厳正な審査を経て、下記のとおり、優秀作品を決定しました。 

今後、本作品を使ったポスター等の啓発物品を作成し、様々な献血広報に活用する予定です。 

 

募集期間 令和７年７月１日～令和７年９月３０日 

主催：大阪府 協力：日本赤十字社大阪府支部 協賛：大阪府赤十字血液センター 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪府立工芸高等学校 
２年生 渡辺 菜月さん 

最優秀賞 
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嵯峨美術大学 
１年生 山口 玲奈 さん 

大阪府立工芸高等学校 
１年生 田中 咲 さん 

大阪府立工芸高等学校 
３年生 岸本 朱音 さん 

優秀賞 
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大阪商業大学高等学校 
２年生 蛯谷 夏綺 さん 

大阪府立たまがわ高等支援学校 
３年生 木村 真紀人 さん 

堺リベラル高等学校 
２年生 中澤 優月さん 

入賞 
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樟蔭高等学校 
３年生 東端 鈴 さん 

大阪府立桜塚高等学校 
１年生 廣田 類 さん 

大阪府立芦間高等学校 
２年生 安垣 八慧 さん 

四條畷学園高等学校 
１年生 梁川 蘭 さん 
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献血セミナー 

 

○献血セミナーとは 

学校に大阪府赤十字血液センターの職員が訪れ、献血や輸血について分かりやすく説明

し意義や理解を深める出前講座。 

実施の主体は、大阪府赤十字血液センターであり、実施に向けた周知については、大阪

府、大阪府赤十字血液センター等が協力して行う。 

 

 ○目的 

生徒に日本赤十字社の活動を紹介し、健康といのちの大切さを伝える。献血をすること

により輸血を必要とする患者のいのちを救うことに自分たちも参加できるということを生

徒たちに気付いてもらう機会とすること。 

 

○献血セミナー内容 

 

１．スライドによる説明  
はじめに赤十字の沿革、理念、活動内容・実績を説明。その次に、献血についての説明

の中でいのちの大切さを伝える。 
２．映像放映       

献血に関する映像と輸血を受けた患者さんに関する映像を鑑賞する。 

 

内容については、打ち合わせや事前の教員の方々への献血セミナーも実施可能であり変

更も対応。 

また、要望により輸血を受けた患者や、その御家族の感謝の声を伝える講演も行う。 

 

 

○令和７年度献血セミナー実施回数（12月末現在）… 63回 

 

参考）過去献血セミナー実施回数 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

高等学校での 

実施 
18 20 27 63 61 
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大阪府学生献血推進協議会
活動報告

大阪府学生献血推進協議会

副会長 廣田知

資料４

大阪府学生献血推進協議会とは

活動目的

若年層の献血者数の増加を図ること

構成員

大阪産業大学、近畿大学、関西福祉科学大学、

大阪経済大学、個人加盟



今年度の主な活動内容

 キャンペーン

・七夕献血キャンペーン（7/6）

・オータム献血キャンペーン（10/11）

・クリスマス献血キャンペーン（12/20、21）

 献血呼びかけ、セミナー

・セレッソ献血（6/1）

・けんけつおもしろゼミナール（8/8）

・上宮高校での献血セミナー（11/27）

今年度の主な活動

 定例会（昨年よりzoom参加導入）

・新入生歓迎会（5/15）

・上半期：毎月第四木曜日

・下半期：毎月第三水or木曜日

 森わく（キャンペーンの準備会）

・七夕献血キャンペーン

・オータム献血キャンペーン

・クリスマスキャンペーン



キャンペーン結果報告

七夕献血キャンペーン

7/6（日）

HEPFIVE前

受付：57 不採血：13

400ml：41 200ml：3

献血者 計44名



オータム献血キャンペーン

10/11（土）

 アリオ八尾

受付：51 不採血：6

400ml：45 200ml：0

 阪急高槻市エミル入り口前

受付：56 不採血：9

400ml：47 200ml：0

 HEPFIVE前

受付：57 不採血：13

400ml：41 200ml：3

献血者 計136名

クリスマス献血キャンペーン

12/20（土）

 HEPFIVE前

受付：48 不採血：12

400ml：33 200ml：3

 イオンモール鶴見緑地

受付：48 不採血：7

400ml：41 200ml：0

献血者 計96名



クリスマス献血キャンペーン

12/21（日）

 HEPFIVE前

受付：41 不採血：4

400ml：35 200ml：2

 京橋駅前広場

受付：52 不採血：10

400ml：42 200ml：0

献血者 計79名

SNS運営



投稿内容

 定期的

・毎週土日の献血バス投稿

・定例会の活動報告

 イベントごと

・キャンペーンの活動報告

・キャンペーンの告知

・大阪府献血推進月間(12月)の投稿（献血体験談）

・献血セミナーの活動報告

 不定期

献血者数不足によるご協力のお願い

投稿や運営の工夫

 投稿

ハッシュタグの利用

無料デザインツール（Canva）の利用

 運営

赤十字関連のアカウントのフォロー



今年の反省

 定例会やキャンペーンの参加者数が去年と比較して少なかった。

解決策：定例会→内容の事前周知

キャンペーン→早期募集の徹底

 SNS（Instagram、X）の活用が不足していた。

※フォロワー：Instagram ７２３人→７５９人

X      ２１５９人→２１４０人

解決策：年間の投稿リスト作成、SNS班の見直し
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